









て､W｡オークェン ･ハロッドが2002年 『装飾芸術研究』に発表した論文 ｢ブルーノ ･バウ
ルのタイプ家具とドイツ工作連盟､実用主義モダニズム 1908-1918年｣の前半部分を紹介








































イプ家具の定義における ｢規格化 された家具 (standardized血miture)｣という用語は､規格
















した､一貫した美的プログラムとの一致において製造 された (図3)｡結果 として同じ仕上
げのパーツは､実質的には限定された数の､調和のとれたアンサンブルを製造することと



























































図7リヒヤル ト･リーマーシュミー ト 《インテリア》
第3回 ドイツ美術工芸展 ドレスデン 1906年
図8アルベル ト･ゲスナー 《インテリア》
第3回 ドイツ美術工芸展 ドレスデン 1906年
54
子入 りはしていない｡野心的な父グスタフ ･エ ドワー ドはプロのキャリア (注17)を積ま
せるために1886年バウルをザクセンの首都 ドレスデン-送った｡12歳の時､バウルは ドレ
スデンにあるクロイツギムナジウムで勉強を始める (注18)｡その後すぐにギムナジウムを
去り､ ドレスデン郊外フリー ドリッヒシュタットの教員養成大学に入学するも (注19)､1892
年バウルは教師になる努力をすることを断念｡代わりにザクセンの美術アカデミーに学生
として受け入れられる前の一年間､ ドレスデンのある建築家の事務所で働 く (注20)｡1894





























































































































































ン ･デザインの展開 :モ リスからグロピウスまで』みすず書房 1957年｡
5.Ibid.,p.200.














































ロイッシュー レは非常に由緒ある学校である｡カ トリックの施設 として13世紀に設立

















24.バウルの話はソニア ･ギュンタ-の 『手工芸連合工房の共同制作者 としてのベルンハ
ル ト･バンコック､ブルーノ ･バウル､リヒヤル ト･リーマーシュミー ト』に詳説さ
れてい る.SonjaG也nther,ZBteN'oz:Sut21900.･BemhazdPbnkok,BnLHOPaLluadRichud
Rj'emeT:SChtni'dalsMl'twbelteTderVeTlelblitm WeLkstjiHt!na KILtlSt血 HazZdTVSLk,Mmi ch,1971,
p.29.驚いたことに､この話は内容 と調子が全 く一致している-イネの自伝的小説 『奇
跡を待望する』には登場しない｡





27. 『ミュン-ン分離派 :世紀転換期 ミュン-ンの芸術 と芸術家たち』の著者マリア ･マ
ケラはその組織-のバウルの参加記録を見つけていない｡しかし､1905年の本 『ミュ

















33.FredericJ.Schwartz,7加 WeLkblLUd/物 7鮎αyazZdMassCTultwlebelwetheFlねtW oz:JdWw,
NewHaven,1996,pp.30-34を参照のこと｡
34.1905年には ドイツ工房は依然として元の名称 ドレスデン工房によって知 られていた｡
その名称変更は､カール ･シュミットの ドレスデン工房がミュン-ンの家具調度工房
を吸収合併した1907年に行われた｡
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